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③ 市民憲章
広
報

わたくしたちは、利根川と手賀沼にかこまれ自然と歴史には
ぐくまれた我孫子の市民です。
わたくしたちは、田園教育文化都市をめざす市民とし･ての跨
りをもち、明日への願いをこめて、ここに市民憲章を定めます
水と緑と土のにおいがいっぱいの住みよいあびこにします
心と体をきたえ生き生きと働き伸びゆくあびこにします
老人を大切にし子どもの夢を育て幸せなあびこにします
ふるさとを愛し文化を高め豊かなあびこにします
みんなで諾しあいきまりを守り明るいあびこにします
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あ
な
た
の
心
の
ス
キ
を
ね
ら
う
悪
徳
商
法
に
ご
注
意
を
・
・
・
・
一
□
に
悪
徳
商
法
と
い
っ
て
も
、
そ
の

手
口
は
数
多
く
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
常
に
手
を
変
え
、
品
を
変
え
あ
な
た
を
ね
ら
っ
て
い
ま
す
。
市
の

消
費
生
活
相
談
に
は
、
昨
年
度
１
年
間
で
１
１
０
件
の
苦
情
や
相
談
が
寄
せ
ら
れ
、
そ
の
う
ち
悪
徳
商

法
に
関
す
る
も
の
は
詔
件
あ
り
ま
し
た
。
今
回
は
、
悪
徳
商
法
の
中
で
も
特
に
被
害
の
多
い
手
□
の
紹

介
と
、
被
害
に
あ
わ
な
い
だ
め
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
を
考
え
て
み
ま
し
た
。
Ⅱ
市
民
生
活
課
Ⅱ

◎
あ
る
日
突
然
「
お
め
で
と
う
ご
せ
ら
れ
た
り
す
る
。
（
キ
ャ
ッ
チ
④
迷
っ
た
ら
身
近
な
人
に
ま
ず
相

ざ
い
ま
す
。
あ
な
た
が
選
ば
れ
ま
セ
Ｉ
ル
ス
商
法
）
談
。

し
た
」
と
電
話
が
か
か
り
、
相
手
一
易
ほ
か
に
も
、
色
々
な
手
口
⑤
「
無
料
」
、
「
特
別
」
、
「
君
の
た

一
の
会
社
や
指
定
さ
れ
た
喫
茶
店
な
で
あ
な
た
を
ね
ら
っ
て
い
ま
す
。
め
」
悪
徳
業
者
の
言
う
言
葉
。

ど
に
話
し
を
聞
き
に
行
く
と
、
高
市
民
生
活
課
消
蓑
生
活
係
で
は
、
⑥
契
約
に
「
な
ん
と
か
な
る
」
は
ケ

額
な
会
員
権
や
英
会
話
教
材
な
ど
悪
徳
商
法
の
手
口
集
を
無
料
で
配
ガ
の
も
と
。

を
強
引
に
契
約
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
布
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
⑦
簡
単
に
書
く
な
名
前
、
押
す
な

う
。
ま
た
、
「
低
価
格
で
ふ
と
ん
く
だ
さ
い
。
印
鑑
じ
っ
く
り
読
も
う
契
約
書
。

灘
》
溌
鱈
棚
蕊
龍
儲
口
灘
灘
津
韮

す
る
掃
除
機
の
売
り
込
み
だ
っ
た
悪
徳
商
法
に
引
っ
か
か
ら
な
い
ち
思
う
ツ
ボ

等
令
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
商
塗
た
め
に
、
次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
⑩
頭
を
冷
や
し
考
え
て
う
ま
く
使

◎
駅
や
街
か
ど
で
「
ア
ン
ケ
ー
ト
ま
し
よ
う
。

お
う
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
（
消
喪
者

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
」
と
呼
び
と
①
簡
単
に
つ
い
て
い
か
な
い
《
戸
に
と
っ
て
不
意
打
ち
に
当
た
る
訪

め
ら
れ
、
簡
単
な
質
問
を
さ
れ
答
を
あ
け
な
い
。
問
仮
売
に
よ
る
契
約
力
場
合
な
ど
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問
販
売
に
よ
る
契
約
の
場
合
な
ど

に
、
一
定
の
条
件
の
も
と
で
、
消
費

者
か
ら
の
一
方
的
な
解
約
を
認
め

る
制
度
）

I
b

’日時：11月29日(日)午前11時30分開場

午後0時30分開演(入場無料）

場所：湖北地区公民館ホール

司会：石川みゆき

問い合わせ：社会教育課恐(85)1151

第
十
三
回
捌
士
装
能
祭

市
内
に
は
、
古
く
か
ら
伝
わ
る

民
俗
芸
能
と
日
本
古
来
の
伝
統
的

な
笛
・
太
鼓
に
よ
る
お
や
は
し
が

残
き
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、

祭
り
の
時
に
五
穀
豊
穣
、
無
病
息

「
霊
視
で
あ
な
た
の
悩
み
を
解

決
。
相
談
料
３
０
０
０
円
」
と
い

う
チ
ラ
シ
を
見
て
、
相
談
に
行
っ

た
と
こ
ろ
多
額
の
金
額
を
請
求
さ

れ
た
な
ど
と
い
う
相
談
が
県
消
費

者
セ
ン
タ
ー
に
多
く
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

心
に
悩
み
や
迷
い
が
あ
る
時
に

は
、
こ
ん
な
チ
ラ
シ
に
も
す
が
り

た
く
な
る
も
の
で
す
。
し
か
し
、

相
談
に
行
っ
て
み
る
と
、
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
を
言
わ
れ
、
悩
み
を
解

－、／

嬢
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鯵
鯵
霧
瀦
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謬
鯵

謬
鯵
謬
鑪
鯵
謬
鱗

消
費
生
活
相
談

の
ご
利
用
を

消
蛮
生
活
に
関
す
る
こ
と
で

お
困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
毎
週
水
峨
日
、
第
１

適
還
逐

一
面
魂
ユ

鋤
一
齢
◇

鴎

古戸はやし連中

あ
び
こ
ふ
る
さ
と
会

「
Ｉ
１
１
１

災
の
願
い
を
込
め
て
上
演
さ
れ
、

昔
か
ら
人
々
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ

と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

郷
土
芸
能
祭
で
は
、
市
内
に
残

る
民
俗
芸
能
や
お
は
や
し
が
一
堂

決
す
る
に
は
、
数
十
万
円
か
ら
数

百
万
円
が
必
要
と
多
額
な
料
金
を

求
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

無
理
を
し
て
多
額
な
お
金
を

支
払
っ
て
も
悩
み
は
一
向
に
解
決

さ
れ
ず
、
返
金
を
求
め
て
も
ほ
と

ん
ど
返
金
さ
れ
ま
せ
ん
。

安
易
に
こ
の
よ
う
な
場
所
に
近

づ
か
な
い
の
が
賢
明
で
す
。
悩
み

ご
と
が
あ
る
場
合
に
は
、
公
的
機

関
等
の
相
談
窓
口
を
利
用
し
ま
し

よ
、
フ
。

・
３
月
曜
日
午
前
、
時
か
ら
午

後
３
時

▼
場
所
市
役
所
西
別
館
３
階

市
民
相
談
室

こ
の
日
以
外
で
も
市
民
生
活

課
壷
（
理
１
１
１
１
内
線
３
２

９
で
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

総
j・’1
▼巫

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

L ノ

に
会
し
ま
す
。

出
減
は
、
古
戸
地
区
に
約
２
６

０
年
前
か
ら
伝
承
さ
れ
る
里
神
楽

を
守
る
「
古
戸
は
や
し
連
中
」
、

笛
・
太
鼓
に
よ
る
お
は
や
し
を
存

|中央公民館中央公

文部大臣から
優良公民館表彰

I

ひょっとこ陸

ｎ
月
２
日
（
月
）
、
文
部
省
で

我
孫
子
市
中
央
公
民
館
が
優
良

公
民
館
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
全
国
の
公
民
館
の

う
ち
特
に
運
営
等
に
工
夫
を
こ

ら
し
、
地
域
住
民
の
学
習
活
動

に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
公
民

館
に
対
し
て
、
文
部
大
臣
が
表

彰
す
る
も
の
で
、
今
年
は
全
国
で

諏
館
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

中
央
公
民
館
は
、
子
を
持
つ

親
、
一
般
成
人
、
高
齢
者
を
対
象

会
と
し
た
き
め
細
か
い
事
業

鞄
を
実
施
。
受
講
者
の
主
体

同
性
を
尊
重
し
た
事
業
の
進

合
口の
め
方
な
ど
、
工
夫
さ
れ
た

報
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
組
み
方

鱸
や
生
涯
学
習
の
拠
点
と
し

黍
て
の
数
々
の
活
動
が
評
価

錘
さ
れ
ま
し
た
。

識
社
会
教
育
活
動
が
今
後

長
ま
す
ま
す
活
発
に
行
わ
れ

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

続
さ
せ
て
い
る
「
あ
び
こ
ふ
る
さ

と
会
」
蕊
布
佐
竹
内
神
社
の
祭
礼
で

山
車
の
上
で
演
じ
る
里
神
楽
や
お

は
や
し
を
地
元
の
手
で
と
ｎ
年
前

に
結
成
さ
れ
た
「
ひ
ょ
っ
と
こ
陸
」

の
み
な
さ
ん
。

ま
た
、
超
回
目
を
迎
え
る
今
年

は
、
沼
南
町
塚
崎
地
区
に
約
４
０

０
年
前
か
ら
伝
承
さ
れ
る
神
楽
で

同
町
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
る
「
塚
崎
神
明
社
十

二
座
神
楽
」
の
み
な
さ
ん
が
応
援

に
駆
け
つ
け
ま
す
。

入
場
は
無
料
で
す
。
ご
家
族
お

そ
ろ
い
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

減
目
は
、
次
の
と
お
り
で
戯
参

参
古
戸
は
や
し
連
中
里
神
楽
「
大

峰
退
治
」

今
あ
び
こ
ふ
る
さ
と
会
「
祭
り

雛
子
」
「
大
杉
雛
」
「
獅
子
舞
」

●
ひ
ょ
っ
と
こ
睦
「
日
本
武
尊
」

ひ
し
ろ

百
代
の
宮
）

、
塚
崎
神
明
社
十
二
座
神
楽
神

楽
舞
「
窓
比
須
の
舞
」
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平
成
３
年

般会計決算状況 平
成
３
年
度
一
般
会
計
決
算
は

歳
入
総
額
が
２
７
８
億
９
５
６
２

万
円
、
歳
出
総
額
は
２
６
７
億
４

４
９
６
万
円
と
な
り
、
事
故
繰
越

し
な
ど
で
翌
年
に
繰
越
す
べ
き
財

函
平
成
３
年
度
決
算
の
概
要
と
平
成
４
年
度
上
半
期
（
４
月
１

日
か
ら
９
月
釦
日
ま
で
）
の
執
行
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
こ
の
財
政
公
表
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
だ
だ

い
た
市
税
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
な
ど
を
お
知
ら
せ

す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
水
道
事
業
会
計
の
状
況
に
つ
い
て
も

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
Ⅱ
財
政
課
Ⅱ

平
成
３
年
度
決
算

平
成
４
年
度
上
半
期

2

31

1

源
を
差
引
い
た
実
質
収
支
は
６
億

５
３
６
０
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
３
年
度
の
実
質

収
支
か
ら
２
年
度
の
実
質
収
支
を

差
し
引
い
た
実
質
収
支
は
約
４
億

８
千
万
円
の
赤
字
と
な
り
、
前
年

度
の
剰
余
を
喰
い
つ
ぶ
し
た
形
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
毒
地
方
憤
残

度
決
算

’

は間
と．ゴ

高
は
１
７
６
億
円
に
の
ぼ
り
、
偵

務
負
担
行
為
の
未
払
い
残
高
と
合

わ
せ
た
長
期
債
務
は
２
３
０
億
円

を
超
え
ま
し
た
。

主
な
事
業
と
し
て
は
、
湖
北
地

区
公
民
館
建
設
事
業
、
我
孫
子
中

学
校
屋
内
運
動
場
増
改
築
事
業

中
学
校
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
導
入
事
業

西
部
福
祉
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業

布
佐
駅
橘
上
駅
舎
建
設
事
業
、
防

災
行
政
無
線
整
備
事
業
、
我
孫
子

駅
南
北
都
市
改
造
事
業
市
営
住

宅
小
暮
団
地
建
設
事
業
、
金
谷
排

水
機
場
機
械
設
備
工
事
等
の
排
水

対
策
事
業
、
焼
却
炉
増
改
造
事
業

等
を
実
施
し
ま
し
た
。
決
算
状
況

は
（
表
１
）
の
と
お
り
で
す
。

市
の
財
政
状
況
を
公
表

(30.6％）

特
別
会
計
は
、
一
般
会
計
の
収

入
・
支
出
と
特
に
区
分
し
て
経
理

す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
設
置
で

き
、
現
在
、
市
で
は
５
つ
の
事
業

を
特
別
会
計
で
行
っ
て
い
ま
す
。

決
算
状
況
は
（
表
２
）
の
と
お
り

で
す
。平

成
３
年
度
は
給
水
人
口
ｎ
万

２
５
８
５
人
、
普
及
率
蛇
・
４
軒

（
前
年
度
比
２
．
８
許
増
）
に
な
り
、

給
水
量
も
１
２
４
４
万
立
方
脚
、

特別会計決算状況
圃庶へ

113億1
賀沼浄化事業

地区画整理事業

共下水道事業

人保健事業

民健康保険事業

臆66万円

鬼8371万円
趾

32億8775万円

1372万円

33{E8605万円

36億5555万円

こ
の
う
ち
、
料
金
収
入
の
源
と
な

っ
た
有
収
水
量
は
１
１
６
７
万
立

方
脚
（
有
収
率
鰡
・
８
許
）
に
な
り

ま
し
た
。
決
算
額
に
つ
い
て
は
（
左

表
）
の
と
お
り
で
す
。

収
益
的
収
支
で
住
取
水
井
の

維
持
管
理
や
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ

平成3年度水道事業会計決算状況
平
成
４
年
度
一
般
会
計
の
当
初

予
算
は
、
２
７
７
億
４
０
０
０
万

円
（
対
前
年
比
７
．
０
審
増
）
で
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
９

１
１

ｒ
弓

、

ス
向
上
、
事
務
処
理
効
率
化
の
た

め
の
電
算
シ
ス
テ
ム
開
発
な
ど
の

営
業
活
動
に
伴
い
、
１
億
９
１
７

８
万
７
２
３
０
円
の
損
失
を
計
上

し
、
繰
越
利
益
剰
余
金
で
補
て
ん

し
ま
し
た
。
査
本
的
収
支
で
は
、

送
・
配
水
管
の
整
備
、
老
朽
配
水

月
定
例
市
議
会
で
５
億
４
０
０
０

万
円
の
追
加
補
正
を
行
い
、
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
は
、
２
８
２
億

８
０
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

１
１

１
１

’I

地
方
債
と
は
、
市
が
公
共
施
設

整
備
や
公
共
用
地
の
取
得
な
ど
を

目
的
に
す
る
借
金
で
、
そ
の
返
済

が
数
年
に
わ
た
る
も
の
を
い
い
ま

す
。
ま
た
、
債
務
負
担
行
為
と
は
、

後
年
度
に
お
い
て
経
饗
の
支
出
義

務
を
負
う
行
為
で
、
土
地
や
建
物

の
分
割
職
入
、
数
年
度
に
わ
た
る

工
事
の
一
括
契
約
な
ど
が
こ
れ
に

あ
た
り
ま
す
。

◎
地
方
憧
現
在
高
（
元
金
）

１
７
６
億
１
５
８
５
万
円

管
の
布
設
替
え
な
ど
の
建
設
・
改

良
に
伴
い
、
５
億
３
９
５
１
万
１

３
０
０
円
の
不
足
を
計
上
し
、
過

年
度
損
益
勘
定
留
保
査
金
で
補
て

ん
し
ま
し
た
。
な
お
、
企
業
侭
の

借
入
残
高
は
、
記
憶
５
１
９
０
万

５
０
０
０
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
取
得
費
追
加
公
共
下
水
道
特

別
会
計
繰
出
金
追
加
、
適
応
指
導

教
室
（
ヤ
ン
グ
手
黄
沼
）
設
霞
事
業

布
佐
中
学
校
屋
内
運
動
場
新
増
築

市
が
い
ろ
い
ろ
な
事
業
を
行
っ

た
り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し

て
い
く
た
め
に
は
、
多
く
の
費
用

（
行
政
経
費
）
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
費
用
は
、
皆
さ
ん
に
負

担
し
て
い
た
だ
く
ほ
か
、
国
・
県

の
補
助
金
や
市
の
借
金
で
あ
る
地

方
償
な
ど
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
３
年
度
の
決
算
か
ら
み
た

市
民
の
負
担
状
況
は
（
下
表
）
の
と

お
り
で
す
。

◎
憧
務
負
担
行
為
未
払
残
高
完

・
利
金
）
諏
億
４
５
０
５
万
円

エ
率
設
計
委
託
な
ど
と
な
っ
て
い

ま
す
。
な
お
、
９
月
釦
日
現
在
の

各
会
計
の
収
支
状
況
は
（
左
表
）

の
と
お
り
で
す
。’
’｜

’
F

，（平成4年4月1日現在人口12万1742人世#|蝿3万9644世帯）

L

一
般
会
計

水
道
事
業
会
計

特
別
会
計

収
益
的
収
支

資
本
的
収
支

予
算
現
額

決
算
額

予
算
現
額

決
算
額

収入

支出

差引

収入

支出

差引

収入

支出

差引

収入

支出

差引

23億9016万0000円

30億947万9000円

△6億1931万9000円

24億2132万1919円

26億1310万9149円

△1億9178万7230円

5億8768万0000円

14億4704万0000円

△8億5936万0000円

7億1017万3930円

12億4968万5230円

△5億3951万1300円

歳

入

区分

市税

地方交付税

分担金・負担金

使用料・手数料

国庫支出金

県支出金

繰入金

繰越金

地方償

その他

合計

予算額

180億2405万円

4億2177万円

4億8301万円

3億3530万円

14億3089万円

6億8467万円

25億3073万円

6億5360万円

15億5589万円

21億6009万円

282億8000万円

収入済額

86億5870万円

0円

1億2861万円

1億7419万円

3億1709万円．

7443万円

8億3357万円

11億5066万円

1億418万円

7億3998万円

121億8141万円

歳

出｜消防費
|教育費’
'1公恢費｜
|その他｜
|合計’

区分

議会費

総務識

民生費

衛生費

農林水産業費

商工費

土木費

教育費

公仮費

その他

合計

予算額

3億8152万円

57億8811万円

44億2348万円

33億8367万円

3億423万円

2臆9269万円

64億7697万円

12億4

37億1796万円

21億9404万円
一一三

1億1262万円

282億8000万円

支出済額

1億9347万円

26億9355万円

13億3107万円

9315万円

2億789万円

26億6063万円

5億450

14億9593万円

10億8483万円

584万円

124憶1032万円

地
方
債
現
在
高

と
債
務
負
担
行

為
未
払
残
高

市
が
所
有
す
る
財
産

◎
土
地
◎
基
金

１
３
９
万
５
５
１
１
平
方
牌
４
９
億
５
３
９
２
万
４
千
円

◎
建
物
◎
有
価
証
券
な
ど

１
８
万
４
６
５
３
平
方
脚
３
億
６
７
８
５
万
１
千
円

市
民
の
負
担
状
況

区分 予算額 収入済額 支出済額

浄化事業

土地区画整理事業

公共下水道事業

老人保健

国民健康保険事業

合 計

37億1000万円

118億3280万円

1億8200万円

9億8300万円

33億6580万円

5405万円

6億5181万円

10億6890万円

1558万円

4042万円

9億9030万円

35億9200万円 16億3141万円

14億7787万円

48億8404万円

15億5961万円

13億3749万円

39億4340万円

収収

益

的支

収
支

資
本
的

区分

水道事業収益

水道事業費用

涜本的収入

炎本的支出

予算額

23億5892万2000円

28億5271万1000円I

10億8445万0000円

21億8794万7000円

執行額

11億8511万4990円

9億6569万2130円

1億1397万7000円

1億2877万6794円

区分

市民一人

あたり

一世帯
あたり

地方税負担額

14万4754円

44万4523円

対前年戯上

6.1％

4.8％

行政経費
戸グ

21万9686円

67万4628円

対前年職上

13.9％

12．5％
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休みに
我が国の労働時間は、欧米に比べ年間200～500時間長く、これが生活のゆたかさを実感できない要因であると指摘されております。

完全週休2日制の普及を基本とした労働時間の短縮は、ゆとりある国民生活の実現、先進国としてよりふさわしい労働条件の確保、内

需の拡大等の観点から、国の重要な政策のひとつとなっております。

このような状況の中で公務員については、平成4年度のできるだけ早い時期に完全週休2日制を実施し、1週間当たりの勤務時間を

40時間にすることとされました。これを受けて、すでに5月から国の行政機関で、8月から千葉県の機関ですべての土曜日が休みにな

っております。

市では、現在第2．第4土曜日を閉庁しておりますが、先の9月定例市議会で完全週休2日制関係の条例案が可決され、12月5日の

土曜日から、一部の施設を除いて、すべての土曜日が休みになります。したがいまして、12月5日以降、来庁あるいは問い合わせ等は、

月曜日から金曜日の間にお願いいたします。

完全週休2日制の実施に当たっては、日頃から行政サービスの改善、向上に努め、緊急時の連絡体制の確保など行政サービスを極力

低下させないよう努めてまいりますので、市民のみなさまのご理解とご協力をお願いいたします。し問い合わせ人事課

,

一一一一_－－－－－－－－－－■■■■■一一一一一一－－－－－一_一一一■■■■■－一一－一一一－411■一dqP子■IF■q,lP■4世_■

市民課の窓口業務は、戸籍の届出を除いて休みとなります。

市民課窓口業務のご案内 各種届出、証明などは、月曜日から金曜日の間にお願いいたし

ます。受付場所・時間等は下表のとおりです。

なお、詳しくは市民課壷(85)1111へお問い合わせください。▼各種届出
浬一一

▼各種証明

’

I’
※上記の各申講にあたっては、必要な方の住所。氏名。生年月日。本籍地番などの事項について､正確に記入して<
となります）

蕊届出期間簿必要書類、具体的な手続の方法などについては、市民課までお問い合わせください。

ださい｡(届出等には､印鑑が必要

一ー__一－－－

ｒ
一

画
｜
画

届出の種類

転入。転出。転居

などの異動届

戸籍の届出

(出生g婚姻｡死亡など）

届出のできる人

●本人

●代理人

(異動する人の内容が正確にわ
かっている人）

●出生父､母など

●婚姻夫になる方､妻になる方
●死亡同居の親族など

(詳しくは、市民課までお問い
合わせください）

届出のできる場所！

●本庁（市民課）

●各支所

●本庁（市民課）

●各支所

届出

●本庁（市民課）

０
０
０
０
７
２
１
１
－
－
０
０
３
３
８
８
〕
ｊ
金
金
一
一
月
月

く
所
く

日
支
日

平
各
平
●

13：00～17：00

●本庁（市民課）

平日（月～金）8:30～17:00
土曜や日畷でもできます。

o各支所

・平日（月～金）8:30～12:00
13：00～17：00

のできる時間 その他一一一一
●本庁の12：00から13：00の休憩

時間の取扱いは次のとおりです。

。転出届は転出証明書を発行。

｡転入、転居等は受付業務のみ
となります。

●業務終了後、土曜、日峨日など

は、守衛室に届出となります。
●土曜や日雌等の場合は、届出に
不備力雰あると再度お越しいただ

いたり、母子手帳を後日お持ち
いただく場合力ざあります。

証明の種類

住民票

印鑑証明

戸籍の謄・抄本

申鯖のできる人

●本人又は同一●世帯の人

●代理人など

(使用目的、提出先などを具体

的に書いていただきます）

●本人又は代理人など

●本人

●配偶者､子､父母､祖父母､孫
●色●●●■●■●●●｡●e●●●●●p●●◆ep●●●の●●｡●●●●●●■●●●

●代理人など

(使用目的、提出先などを具体

的に書いていただきますが、

なるべく委任状を添えてくだ

さい）

申請のできる場所

●本庁（市民課）

●各支所

●各行政連絡所

●本庁（市民課）

●各支所

●各行政連絡所

、

●本庁（市民謀）

●各支所

●各行政連絡所

申砿のできる時間

●本庁（市民課）

１
１
７
２
０
０
０
０

斗
織
詐

く
所
く

平
各
平

金
行
金

ｊ
政
ｊ

月
、
月

日
支
日

８
連
８

－
各
一

●

13：00～17：00

●本庁（市民課）

０
０
０
０
７
２
１
１

卜
所
ト

麹
絡
麹

８
連
８

ｊ
政
ｊ

金
行
所
金

一
各
絡
一

月
、
連
月

く
所
政
く

日
支
行
日

平
各
各
平

●
●

13：00～17：00

●本庁（市民課）

平日（月～金）8:30～17:00
●各支所、各行政連絡所

平日（月～金）8:30～12:00
13：00～17：00

そ の他

、

●印鑑証明は、印鑑登録証（カー
ド）を持参すれば本人以外でも
申錆できます。

●印鑑登録申鏑は支所でも出来ま
す。

(詳しくは､市民課までお問い合
わせください）
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12月5日から市役所は、すべての土曜日ガY木み

になりますが、土膣日、日膣日に業務を行ってい

る施設は下表のとおりです。詳しくは、各施設へ

お問い合わせください。

I与

■

｜

｜
’

｜

’

’

’

革
も

9

lla
’
’

？，

8

(1)日曜日

(2)祝日

(3)12月29日～

1月3日

(1)日曜日

(2)祝日

(3)12月29日～

1月3日

－

施設名 休館日 開館時間 使用料金 利用の手続

市民会館

念(84)3311

中央公民館

念(82)0515

(1)月曜日

(月曜日力爵祝

日の場合は

翌日）

(2)12月28日～

1月4日

｜

(1)月曜日

(2)祝日（文化の日

は除く）

(3)12月28日～
夕

1月6日

１
１
１
‐
ｌ
０
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｄ
ｌ
Ｉ
ｌ
０
‐
巳
■
且
■
Ｕ
■
■
■
■
■
日
日
日
日
■
Ｂ
■
８
■
Ⅱ
。

－

午前9時～午後9時

午前9時～午後5時

湖北地区公民館

窓(88)4433

(1)月曜日

(2)祝日（文化の日

は除く）

(3)12月28日～

1月6日

午前9時～午後5時

11

使用時間帯I；

(1)ホールI

(2)調理室：

(3)工芸工作室I

(4)第1学習室I
(5)第2学習室｜

(6)第3学習室：
(7)第1和室I

(8)第2和室I

より異なる

3,090円～11,330円

円
円
円
円
円
円
円

０
０
０
０
０
０
０

７
４
７
３
３
４
３

６
９
６
３
６
９
３

，
，
１
７
，
，
タ

２
１
２
１
１
１
１

一
一
一
一
一
一
一

円
円
円
円
円
円
円

０
０
０
０
０
０
０

２
１
２
１
１
１
１

８
６
８
４
５
６
４

図書館

竃(84)1110

鳥の博物館

念(85)2212

市民体育館

壷(87)1155

つつじ荘

壷(88)0123

匡壼､二二
恋(85)58118

保育園

<児童保育課窓(85)1111〉 1
1

(1)月曜日

(2)祝日

(3)12月27日～

1月5日

(4)資料整理日（月の

初めの水曜日）
(5)特別整理期間

(1)月曜日

(2)祝日の翌日

(3)12月28日～

1月4日

(1)毎月の最終月曜
日

(2)12月28日～

1月4日

(1)月曜日及び第1
・第3・第5週の
火曜日

(2)祝日（敬老の日

は除く）
(3)12月29日～

1月3日

午前10時～午後5時

午前9時30分～

午後4時30分

午前9時～午後9時

0

午前10時～午後4時

午前10時～午後4時

保育時間

午前8時30分～

午後4時30分

ただし、土曜日は正
午まで

4旺料JDO，

個人団体(20A肚)1人につき

(1)一般300円240円

(2)高校･大学生200円160円

(3)小学・中学生100円80円

入場料を徴収する場合、アマチュ
アスポーツに使用する場合、その

他の場合、使用者が一般・学生、
児童・生徒、個人使用により異な

りますので、詳しくは体育館にお

問い合わせください。

1時間当たりの使用料

(1)メインアリーナ820円～20,600円
(2)サブアリーナ410円～10,300円
(3)トレーニング室510円

(4)会議室250円

(5)野球場1面510円～1,030円
(6)鰄場夜間照明1面30分当たり3,600円
(7)庭球場1面100円～200円
(8)庭球場夜間照明1面30分当たり410円

市内に居住する60歳以上の者無料

市長力餅必要と認めた者

円
円
０
０
０
０
１
３
回
回
１
１

者
者
住
住
居
居
内
外
市
市
①
②

○地域福祉センター

○老人福祉センター

4雁
JOn， 料

(1)市内に居住する60歳以上の渚無料
(2)市内に居住する60歳未満の者100円

(3)市外居住者300円

保育料金については、児童保育課
にお問い合わせください。

(一時的保育も行っています）

図書館資料の貸し出しを受けるに
は、図書利用券の交付申請書を提

出し、図書利用券の交付を受ける
ことが必要となる。

寺

使用許

内に提

’

可申請書を使用日前60日以

出する。

使用日1月前から3日前までに電

話等の方法により使用申請をする。

ただし、5人以下の場合はこの限
りでない。

○地域福祉センター

使用日1月前から3日前までに電

話等の方法により使用申請をする

○老人福祉センター．

原則としてなし

入園手続については、児童保育課
にお問い合わせください。

~

基本使用料（使用時間帯・曜日．

使用室により使用料

力罫異る）

(1)ホール：7,720円～46,350円

(2)大会議室：2,570円～15,450円
(3)会議室：300円～3,190円

超過使用料金、割増料については
市民会館へお問い合わせください。

使用許可申請書を次の期間内に提

出する。

(1)ホール使用日時の6月前

から30日前まで
(2)大会議室使用日時の3月前

から1日前まで
(3)会議室使用日時の3月前

から当日まで

使用時間帯により異なる

(1)体育ホール
(2)実習室

(3)講座室
(4)会議室
(5)和室

:1,030円～4,210円
Ｄ
●
●
●
●
●
●
●

300円～1,420円

円
円
円

０
０
０

４
９
２

８
５
４

，
，
１

１
１
１

一
一
一

円
円
円

０
０
０

１
６
０

４
３
３

使用許可申請書を使用日の属する
月の3月前の月の初日から使用日

の3日前までの期間に提出する。

使用許可申請書を次の期間内に提

出する。

(1)ホール使用日の属する月の6
月前の月の初日から使

用日の20日前まで

(2)その他使用日の属する月の3

月前の月の初日から使

用日の3日前まで~
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８
月
四
日
、
新
潟
県
営
陸
上
競

技
場
で
行
わ
れ
た
第
四
回
全
日
本

中
学
校
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
で

湖
北
中
学
校
３
年
生
の
小
沼
真
理

さ
ん
が
陸
上
女
子
１
０
０
Ｍ
ハ
ー

ヤ
ル
に
出
場
。
見
事
、
優
勝
し
、

日
本
一
に
輝
い
た
。

同
競
技
は
県
大
会
の
標
準
記
録

孟
秒
１
）
を
突
破
し
た
選
手
鮨
人

が
参
加
。
予
選
か
ら
暑
さ
を
吹
き

飛
ば
す
熱
戦
が
展
開
さ
れ
た
。

「
予
選
が
一
番
苦
し
か
っ
た
。
ア

ッ
プ
の
時
か
ら
緊
張
し
て
思
う
よ

う
な
走
り
が
で
き
な
く
て
…
」

予
選
の
走
り
を
見
て
陸
上
部
顧

問
の
清
田
先
生
は
「
リ
ズ
ム
を
大

事
に
自
分
を
信
じ
て
思
い
切
り
走

っ
て
こ
い
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
。

準
決
勝
、
決
勝
は
本
来
の
力
を

皀姻化畠地の税負担

輯鰯は申箇壱＊

脇
熈
箇
目
の
前
の
目
標
を
大
切
に
前
進

市
街
化
区
域
内
の
腱
地
は
、
平

成
４
年
末
ま
で
に
都
市
計
画
で
、

「
保
全
す
る
農
地
（
生
産
緑
地
地

区
の
指
定
）
」
と
「
宅
地
化
す
る

農
地
」
に
区
分
さ
れ
ま
す
。

「
保
全
す
る
腱
地
」
の
固
定
査
産

税
等
は
、
挫
地
評
価
に
よ
る
農
地

課
税
と
な
り
、
「
宅
地
化
す
る
農

地
」
は
、
宅
地
並
み
評
価
に
よ
る

宅
地
並
み
課
税
と
な
り
ま
す
。

平
成
４
年
度
当
初
か
ら
「
宅
地

化
す
る
艇
地
」
を
選
択
し
、
生
産

緑
地
の
指
定
を
希
望
し
な
か
っ
た

方
は
、
現
在
、
宅
地
並
み
課
税
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
仮
算
定
に
よ
り
当
初
腱

地
課
税
が
行
わ
れ
た
方
は
、
都
市

計
画
決
定
に
基
づ
き
本
算
定
が
行

わ
れ
税
額
が
確
定
し
ま
す
。

「
宅
地
化
す
る
農
地
」
の
税
負

担
を
軽
減

市
街
化
区
域
内
の
農
地
の
計
画

的
な
市
街
地
形
成
と
宅
地
供
給
の

促
進
を
図
る
た
め
、
次
の
要
件
に

発
揮
し
、
特
に
決
勝
で
は
自
己
ベ

ス
ト
を
０
秒
“
上
回
る
型
秒
巧
と

い
う
好
記
録
で
優
勝
。

同
時
に
、
加
年
ぶ
り
に
千
葉
県

の
中
学
記
録
を
更
新
す
る
快
挙
と

な
っ
た
。

陸
上
を
始
め
た
の
は
小
学
校
４

年
、
１
０
０
Ｍ
が
好
き
で
校
内
陸

上
で
は
常
に
上
位
入
賞
を
果
た
す

、

、

該
当
し
、
固
定
査
産
税
等
の
減
額

を
受
け
よ
う
と
す
る
方
は
、
申
告

の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

①
一
定
の
計
画
的
な
宅
地
化
の
手

続
き
を
開
始
し
、
宅
地
化
の
た
め

の
計
画
策
定
等
が
さ
れ
た
市
街
化

区
域
内
の
農
地
は
、
こ
の
磯
地
に

課
税
さ
れ
る
固
定
査
産
税
・
都
市

計
画
税
の
税
額
（
宅
地
並
課
税
分
）

の
一
部
が
徴
収
猶
予
さ
れ
、
そ
の

一
部
の
納
税
義
務
が
一
定
期
間
免

除
き
れ
ま
す
。

②
市
街
化
区
域
内
の
挫
地
を
転
用

し
て
、
貸
家
住
宅
を
新
築
し
た
場

合
に
は
、
貸
家
住
宅
二
定
条
件

有
り
）
と
、
そ
の
敷
地
が
一
定
要

件
に
適
合
す
る
と
固
定
査
産
税
が

一
定
期
間
減
額
さ
れ
ま
す
。

申
告
期
限
や
手
続
き
な
ど
詳
し

く
は
、
課
税
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

Ｊ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
課
税
課
土
地
調

査
係
壷
（
唖
１
１
１
１
内
線
３
３

９ほ
ど
。
６
年
に
な
る
と
脚
力
を
い

か
し
て
ハ
ー
ド
ル
に
転
向
し
、
市

内
陸
上
競
技
大
会
で
は
大
会
新
記

録
で
優
勝
、
周
囲
を
驚
か
せ
た
。

中
学
で
本
格
的
に
く
－
ド
ル
を

や
ろ
う
と
陸
上
部
に
入
っ
た
が
、

ス
ピ
ー
ド
が
な
い
の
で
通
用
し
な

い
と
い
わ
れ
、
「
１
０
０
Ｍ
を
廻
秒

で
走
っ
た
ら
〈
１
ド
ル
を
や
ら
せ

第19回全日本中学校陸上競技選手
権大会女子100Mハードルで優勝

こいままり

小沼真理さん
(新木）

来
年
４
月
１
日
に
保
育
園
へ
入

園
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ｕ
月
即

日
（
金
）
ま
で
に
申
請
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
入
園
で
き
る
基
準
児
童
の
保

謹
者
の
い
ず
れ
も
が
、
次
の
①
か

ら
⑥
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、

家
庭
保
育
が
困
難
な
方

①
昼
間
に
居
宅
外
で
労
働

②
昼
間
に
居
宅
内
で
労
働

③
妊
娠
中
ま
た
は
出
産
後
間
が
な

い④
病
気
ま
た
は
身
体
に
障
害
を
有

し
て
い
る

⑤
病
人
や
障
害
を
持
つ
家
族
を
介

謹
し
て
い
る

⑥
そ
の
他
家
庭
で
保
育
で
き
な
い

事
情
が
あ
る

る
」
と
い
っ
た
一
言
で
発
奮
。

夏
の
葛
南
大
会
で
堂
々
超
秒

を
マ
ー
ク
し
、
晴
れ
て
〈
１
ド

ル
を
飛
べ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

練
習
は
早
朝
と
放
課
後
、
２

時
間
。
冬
は
体
力
・
筋
力
強
化
、

シ
ー
ズ
ン
に
入
る
夏
は
ス
ピ
ー

ド
を
つ
け
る
た
め
の
走
り
込
み
。

今
ま
で
大
き
な
ケ
ガ
は
な
か
っ

た
が
、
練
習
前
の
柔
軟
体
操
、
ス

ト
レ
ッ
チ
は
か
か
さ
な
い
。

、
月
５
日
、
山
形
県
で
開
催

さ
れ
た
〃
ベ
に
ば
な
国
体
″
に

も
出
場
。
侭
い
経
験
が
で
き

ま
し
た
。
好
き
な
陸
上
は
高
校

に
進
学
し
て
も
続
け
ま
す
。
大

き
な
目
標
よ
り
へ
目
の
前
の
目

標
を
大
切
に
一
歩
一
歩
前
進
し

た
い
」
。 保

育
園
の
入
園
申
請
受
付

／一、

来
年
４
月
に
入
園
希
望
の
方

ノ

な
お
、
就
労
者
は
１
日
４
時
間

以
上
、
月
平
均
遁
日
以
上
の
就
労

が
必
要
で
す
。
ま
た
、
学
齢
前
児

童
が
２
人
以
上
い
る
場
合
は
、
す

べ
て
の
児
童
の
入
園
が
必
要
で
す
。

▼
入
園
で
き
る
年
齢
生
後
６
か

月
以
上
か
ら
５
歳
ま
で
、
４
月
１

日
に
年
齢
が
達
す
る
場
合
も
申
請

で
き
ま
す
。

◎
産
休
明
け
保
育

・
対
象
生
後
諏
日
以
後
の
乳
児

・
実
施
保
育
園
市
立
寿
保
育
園
、

市
立
湖
北
台
保
育
園
私
立
恵
愛

保
育
園
、
私
立
慈
紘
保
育
園

◎
障
害
児
保
育

。
対
象
入
園
基
準
に
該
当
し
集

団
保
育
が
可
能
な
心
身
障
害
児
童

▼
申
請
方
法
入
園
申
諸
書
は
、

児
童
保
育
課
お
よ
び
各
保
育
園
に

▼保育園一覧表

’】大切にしましょう（

五瓜細公園に

エビネ51m職を髄隷

大切にしましょう 地
逓
翅
チ
サ
チ
召

１
１
一
。
２
１
一

一
５

９
１２

９
１
８

１
１
２
３

３

在
砲
蝿
謡
緬
諏
》
岬
秘
榊
揺
擢
辨
癖

所
綴
舞
鍛
樺
根
並
っ
中
布
湖
湖
新
中

台
こ
戸
木
野
北
宝
愛
紘
葉
鳳

鴎
緑
寿
北
抄
札
佐

育
湖
東
根
並
っ
湖
布
恵
慈
双
柏

保
ｌ

市
立
私
立

電話

82-1059

82-9552

88-2405

83-3165

82-5572

84-3983

84－8822

88-1059

89-2744

88－7771

88-0874

88-0665

88-3338

東我孫子1デ5-22

並木5-2-19

が
魂
華
鑑
霊
磨
聖
鐸
罎
麺
峠
痙
埜

て
は
ま
る
鵡
歳
未
満
の
児
童
（
障

害
児
は
加
歳
未
満
）
を
監
謹
し
て

い
る
母
、
ま
た
は
母
に
か
わ
っ
て

そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
で

あ
り
ま
す
。
市
立
保
育
園
の
入
園

申
諭
は
、
直
接
児
童
保
育
課
へ
、

私
立
保
育
園
睦
各
保
育
園
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
市
立
保
育
園
は

児
童
保
育
課
私
立
保
育
園
は
各

保
育
園
へ

’ ’児
童
扶
養
手
当
の
申
請
を

私

立
、－ノ

壜
議
崇
麗
膿
簔
錨
鎧

す
。
児
童
扶
菱
手
当
を
受
け
ら
れ

る
方
で
毒
ま
だ
申
請
し
て
い
な
い

場
合
は
、
必
ず
申
請
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

①
父
母
が
離
婚
し
た
後
、
父
と
一

緒
に
生
活
を
し
て
い
な
い
児
童

市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
親

し
ま
れ
て
い
る
五
本
松
公
園
に
、

、
月
配
日
、
「
我
孫
子
市
東
洋
蘭

友
の
会
」
の
皆
さ
ん
か
ら
エ
ビ

ネ
（
ジ
エ
ビ
ネ
、
キ
エ
ビ
ネ
、
タ

カ
ネ
な
ど
）
５
０
０
０
株
の
寄

贈
が
あ
り
ま
し
た
。

同
公
園
に
植
栽
さ
れ
た
エ
ビ

ネ
は
、
今
後
、
市
・
内
外
か
ら

訪
れ
る
人
々
の
目
を
楽
し
ま
せ

て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
公
園
緑
地
課

十
月
半
ば
の
夕
刻
、
空
き
地
の

く
さ
む
ら
で
メ
マ
ツ
ヨ
イ
グ
サ
が

/-°あびこ｡－、

－1U⑥』一

②
父
が
死
亡
し
た
児
童
て
い
る
と
き
、
ま
た
は
里
親
の
も

③
父
が
重
度
の
障
害
（
国
民
年
金
と
に
い
る
と
き

の
障
害
等
級
１
級
程
度
）
に
あ
る
＊
母
の
配
偶
者
（
内
縁
関
係
も
含

児
童
竺
に
養
育
さ
れ
て
い
る
と
き

④
父
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児
蚕
が
重
度
の
障
害
が
あ
る
場
合

童
は
除
く
）

⑤
父
か
ら
引
き
続
き
、
１
年
以
上
〈
母
ま
た
は
養
育
者
に
つ
い
て
〉

遺
棄
さ
れ
て
い
る
児
童
＊
日
本
国
内
に
住
所
が
な
い
と
き

⑥
父
が
法
令
に
よ
り
引
き
続
き
、
＊
公
的
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で

１
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童
き
る
と
き
（
老
齢
福
祉
年
金
を
除

⑦
未
婚
の
子
で
父
か
ら
認
知
さ
れ
く
）

て
い
な
い
児
童
＊
昭
和
帥
年
８
月
１
日
以
降
に
手

⑧
父
母
と
も
に
不
明
の
児
童
当
の
支
給
要
件
に
該
当
し
て
か
ら

た
だ
し
、
以
上
の
条
件
に
あ
て
５
年
を
経
過
し
て
も
請
求
が
な
か

は
ま
っ
て
も
次
の
よ
う
な
場
合
に
っ
た
と
き

は
、
手
当
を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
▼
申
請
手
続
き
手
当
を
受
け
る

が
あ
り
ま
す
。
方
は
児
童
保
育
課
に
必
要
書
類
を

〈
児
童
に
つ
い
て
〉

添
え
て
申
講
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
日
本
国
内
に
住
所
が
な
い
と
き
▼
問
い
合
わ
せ
児
童
保
育
課

＊
父
ま
た
は
母
の
死
亡
に
よ
る
公
霊
壺
）
１
１
１
１
内
線
３
４
７

四
弁
の
黄
色
い
花
を
開
い
て
人
目

を
引
い
た
。

ま
つ
よ
い
ぐ
さ

「
待
宵
草
」
は
、
夕
方
に
な
る
と

花
が
開
く
の
で
こ
の
名
が
あ
る
。

ま
た
、
「
岬
：
」
と
い
う
の
は
、

オ
オ
マ
ツ
ヨ
イ
グ
サ
よ
り
も
小
型

の
花
を
つ
け
る
の
で
い
う
の
で
あ

ろ
う
。「
待
て
ど
暮
せ
ど
こ
ぬ
人
を

識
饒
舞
の
や
る
せ
な
さ

ヘ

メマツヨイグサ

(あかばな科）

的
年
金
や
労
災
に
よ
る
遺
族
補
償

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き

＊
父
重
度
障
害
）
に
支
給
さ
れ

る
公
的
年
金
給
付
額
の
加
算
の
対

象
と
な
っ
て
い
る
と
き

＊
児
童
福
祉
収
容
施
設
に
入
所
し ノ

今
宵
は
月
も
で
ぬ
そ
う
な
」

竹
久
夢
二
は
、
大
正
二
年
に
詩

集
「
ど
ん
た
く
」
で
こ
の
詩
を
発

表
し
た
。

大
正
九
年
に
嵯
蓉
藤
亮
に
よ
っ

て
識
さ
れ
、
こ
の
漣
一
世

を
風
廃
し
た
。

「
宵
待
草
」
の
歌
は
、
人
々

の
間
に
す
っ
か
り
定
着
し
た
が
、

「
宵
待
草
」
と
い
う
名
の
草
は

存
在
せ
ず
、
「
待
宵
草
」
の
間
違

い
で
あ
る
。

待
宵
草
の
仲
間
に
は
月
見
草

と
い
う
名
の
も
の
も
あ
り
、
花

の
美
し
さ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

そ
の
名
の
持
つ
ム
ー
ド
で
人
々

を
陶
酔
さ
せ
る
。

メ
マ
ツ
ヨ
イ
グ
サ
は
北
米
原

産
で
明
治
の
中
期
に
渡
来
し

た
草
で
あ
る
。

（
文
・
写
真
佐
久
間
俊
行
）Ｉ
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30分から4時30分(入場無料）手賀沼浄化の願いを込めだ93年

し場所市民会館第2．3会議室版手賀沼カレンダーを配布します。

;雀夕 し内容素語りの実際と絵本の読し配布場所・期間◎環境保全課

み間かせ12月1日から4日◎つくし野．シ対象計垂器体温計、ヘルスメ

※保育の用意あり(おやつ代200円）湖北台・湖北・布佐支所12月1一夕－、キッチンスケール、家庭
伝申し込み・問い合わせ電話で日から3日◎天王台北近隣セン用血圧計。商店等で使用している

L
こみぞ

小溝
（湖北台

た.く

拓くん
11か月）

11月25日(水)までに社会福祉協議夕－12月1日と3日 ｜はかりは除きます。

会遍(84)1539へ伝配布時間午前9時から午後41レ問い合わせ市民生活課
時30分。天王台北近隣センターは

細り境店棚肺い方へ
開館時間中。

＊世帯数40,432世帯

男61,521人女61,144人
○市民図書館本館84-1110
湖北台分館87-3055

布佇分館89-1311

移動図書館87-0909

○都市改造事務所85-1171
○身体障害者福祉センター88-0141
●あらき園88-4188

●つつじ荘88-0123
0西部福祉センター85-5818

○生活環境課(浄化槽)87-2379
（ゴミ)87-0015（し尿)88-2547
●近隣センター布佐南89-3740
天王台北82-9988根戸83-5363
○市民センター寿83-7722湖北
台88-9927布佐89-1193

平成4年11月2日現在
人口122,665人

●市役所本庁85-1111

●つくし野支所84-8801

●湖北台支所88-0828

●湖北支所88-2111

●布佐支所89-2358

●教育委員会85-1151

●水道局84-0111

●消随署84-0119
●少年センター84-1900

●保離達センター87-1131

●市民会館84-3311
○公民館中央82-0515

湖北地区88-4433

●鳥の博物館85-2212

○市民体育館87-1155

※各窓□は配布期間内でも規定部惨申請受付12月1日(火)から14

数になり次第、配布は終了させて日(月)までの午前9時から午後4

惨日時11月21日(土)午後1時

戸場所中央学院高校（都部765）
いただきます。時（土、巴些目は除く）シ内容法律ができるまで

光課シ申し込み・問い合わせ電話で

中央学院高校石山容(88)1101へ伝日時11月29日(日)午前11時か
I

＝

ら午後0時30分

圏回回国 世場所アビイホール（イトーヨ傍日時・場所◎12月2日(水)午

一力堂3階）後1時30分から3時30分、我孫子

少対象・定員市内在住の40歳以市民会館◎12月4日(金)午後2

I 修日時12月6日(日)から平成5上の方、先着100名時から4時、柏市民文化会館

年2月14日(日)までの毎週日曜日、似内容歯科の健診、相談などで陰問い合わせ柏税務署法人課税
午前10時から正午費用は無料第2部門壷(46)2321へ

⑮⑤⑨③亀
惨対象初心者入門コース(年齢、倖申し込み・問い合わせ電話で

国国副回 男女は問いません）保健センター壷(87)1131へ
▼社会福祉事業基金にと日本生命

労働組合様からチャリティーオー

クションの売.佐令58万4842円、我

孫子東洋繭友の会様から24万6730

円、NEC我孫子事業場様から操

業10周年記念行事の一環として行

われた社員運動会のリサイクルフ

ェアでの収祐今6万5153円、湖北

ゴルフ同好会様から1万円の寄付

がありました。

▼安藤清様(我孫子)から西部福祉

センターにと、こうもり傘10本の

寄贈がありました。

’|’
◎布佐南近隣センター会場惨受講料5000円（全10回分）

’ ’
1
伝日時展示の部11月21日(土）し場所布佐南遍燐センター

シ日時12月6巳(日)午前9時

隆場所市民{本育館

し種目一般男女シングルス・ダ

プルス

レ参加壷シングルス600円、ダ

ブルス1200円

し申し込み・問い合わせハガキ

に住所、氏呂、電話番号、大会名、

所属団体名、種目を明記し、11月

20日(金・必着)‘までにつくし野3

の5の103吉田常子密(82)6974へ

参加費は郵便振替（口座番号東京

6-562972口座呂我孫子市卓球連

’盟）で振り込むこと。

し日時11月28日(土)午後1時か

ら4時(相談無料）．

シ場所千葉中央コミュニティー

センター（千葉市中央区千葉港）

し対応者弁護士、社会保険労務

士、医療ケースワーカーなど

し問い合わせ千葉中央法律事務

所冠043(225)4567へ

5時

し問い合わせ孑刷左南地区まちづ
も

ら4時、29日(日)午前9時から午倖申し込み・問い合わせハガキ

後3時に住所氏名、生年月日、性別、

腰問い合わせ天王台北地区まち電話番号、経験者は称号、段位の

づくり協議会金(82)9988 有無(取得年月日)を明記し、布佐

9

2418浅海林査(89)2736へ
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伝日程・内容11月26日(木)暮れ

の掃除全般講義、障子の張り替えし募集定員約40名（男・女）

実習12月1日(火)ガンコな汚れ戸受験資格中学卒業者（卒業見障日時12月13日旧)午後2時開演

し場所市民会館

し出演我孫子市民フィルハーモ

ニー管弦楽団、劇団エパミナンダ

ス(我孫子市民アマチュア劇団）

し指揮材紀人氏

シ曲目F映画音楽プログラム」

トッカータとフーガほか

伝入場料800円（全席自由、平

賀護店ほかで販売中）

し問い合わせ・入団希望者連絡先

竹内念(88)0473（午前10時から午

後8時）

落としの講義､いすの張り替え実習込みを含む。15歳以上19歳末満）

世場所天王台北近隣センター伝願書受付平成5年1月9日(土）

伝時間午後1時30分から3時30から2月3日(水)まで

分（受講無料）し試験巳平成5年2月7日（日）

〃定員各日30名(両日受講可）シ問い合わせ同校識務課云0470

伝講師油田加寿子氏（暮らしの（22)1912へ

DIYアドバイサ足一）
⑥忌含電の瞳、炭申し込み･問い合わせ電話で「 訓

市民生活課消費生活係へ

｜

I

｜

’

倖日時11月25日(水)午前10時か

ら11時30分

ヶ場所市民会館大会議室

しテーマ・講師「勉強好きな子

に育てたいなら」水谷昌代氏

シ定員100名（入場無料）

陰申し込み．問い合わせ電話で

明るい社会づくりなでしこグルー

プ多田壷(82)0959（午前10時から

午後3時)へ

シ日時・場所11月17日(火)午前

10時から正午、湖北地区公民館

し内容・講師r手賀沼殉難につ

いて」鈴木きみ氏

陰対象前回参加者及び関心のあ
る方（受講無料）

〃申し込み・問い合わせ当巳、

直接湖北地区公民館き(88)4433へ

６

’世
|’

蕊溌

し日時11月28日(土)午前10時

し会場湖北地区公民館（当日、

直接会場にお越しください）

し内容・購師r絵本について｣田

島征三氏(入場無料）

し問い合わせ社会福祉協議会

念(84)1539へ

鍵
し固時11月29日(日)正午開演

し場所市民会館

像入場料2000円（全席自由、平

璽審店ほかで販売中）

桜問い合わせ我孫子日本舞踊協

会石原壷(82)0161
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家庭用計量器無料検査
.

語りと子どもの本のつどい’

手覺沼カレンダー (料 日程 11月19日(木）
Ⅱ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

11月20日(金）

場所

時間
午前10時30分～･午後3時
(正午から1時間休憩）

保健センター 市役所ﾛビｰI

中央学院高校講演会

成人歯科健診

瀞年末調整説明会

囲碁講座生

近隣センター文化祭

労災騰病肋でも相識第13回我孫子市
オープン卓球大会

弓道同好者

日曜当番医｡1週間の行事

テレホンｻー ビｽa（95)131F

1⑥月

17火

18水

19木

20金

21土

ZZe

Zろ⑤

24火

25水

2⑰木

27金

〃心配ごと相談＝寿市民センター9:00～15:00
－消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00
”市民図璽館･鳥の鋤鬮･つつじ荘･西部獄1ｾﾝﾀー 休餡

毒
函
律相
つじ
談＝市民相談室9時から先着10名程度
荘休館

画西部福祉センター休館

壷消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00

〃健康相談＝つつじ荘11:00～12:00

画税務相談＝市民相談室10:00～15:00(予約制）
〃酒害相談＝保健センター13:30～15:00

”少年の日

〃日曜当番民＝テレホンサービス
・休日敷急歯科診濃B=休日鯛歯科診爵所価民会館内)9:Mヘイ1:30

画休日当番民＝テレホンサービス
画休日刷錨科診鼠日=休日鮠釧診諏(市監篭内)9:Ⅱ~11:30
‐市民図憲館・つつじ荘・西部福祉センター休館

〃法律相談＝市民相談室9時から先着10名程度
－市民図書館休館
〃馬の博物館休館

〃消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00

〃アルコール家族教室＝天王台湾年館13:30～16:00
画水道料金納入期限＝預金口座振蓄日〃雁の博物館休館

〃人権・行政相談＝市民相談雪0:00～15:00

28土 ﾛー 市役所閉庁(一部の施設は除く）

〃日曜当番戻＝テレホンサービス
｡休日鮠歯科診頂日=休日鴻鋤謝緬(市践箆内)9:00~11:30

＝心配ごと相談=寿市民ｾﾝﾀー 9:00~15:00
〃国民年金保険料納期限＝口座振替日
軍市民図曹侭･鳥の鋤鬮･つつじ荘･西剖福祉ｾﾝﾀー ・市民体轆休館

消費生活講座
暮れの上手な掃除の仕方 平成5年度国立館山

海員学校生徒第11回市民コンサート
r銀幕のない映画館」
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伝日時平成5年1月17日(日)開

場午後2時、開演2時30分

伝入場料S席4500円、A席4000

円(以上指定)、B席3500円(自由）
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入
ン
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サ
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オ
キ
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つぶる、ポピー、市民会館内売店

ひろがり、図塞館湖北台・布佐分

館、中央公民館、柏そごう、柏高

廃屋、取手とうきゅう

伝問い合わせ社会教育課文化係

壷(85)1151へ

家庭教育講演会

翁北薑尭寶(篝4鑑

文庫連絡会講演会日本舞踊鑑賞会
第3回湖扇会




